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要旨：現生有孔虫の情報を化石有孔虫の古環境解析に役立てるために、口之永良部島沿
岸及び馬毛島沖で有孔虫の採取を行った。本報告では採取された主な有孔虫を示し、南
西諸島沿岸で採取される有孔虫に関する分類学的研究例を示した。有孔虫の写真は、ヘ
リコンフォーカスライトのソフトで作成した。このソフトは、焦点深度の浅い生物顕微
鏡写真の弱点を克服したソフトである。口之永良部島のサンプルからは、Amphistegina 
bicirculata Larsenなどが産出し、11種の写真を、馬毛島沖のサンプルからAmphistegina 
radiata （Fichtel and Moll）などが産出し、約２０種の写真を示した。
Abstract : Recent Foraminifera was collected on the Kuchinosima-island coast and 
near of Magejima-island, to analyze the environment of fossil Foraminifera. This report 
identif ied the foraminifera collected, and offers their implications for the taxonomy of 
the foraminifera of the Nansei Islands Coast. The photographs of foraminifera were 
made with the software of the helicon focus light. This software overcomes the weak 
point of the microscope photograph with shallow focus depth. Samples from of the 
Kuchinoerabu-island produced Amphistegina bicirculata Larsen etc., and 11 kinds of 
photographs were shown, and samples from Makejima produced Amphistegina radiata 

（Fichtel and Moll） etc., and about ２０ kinds of photographs were shown.

１　はじめに
　筆者らは、現生有孔虫の分布を研究することにより、その情報を化石有孔虫の産出に
活かして地層の堆積した時代を明らかにし、古環境の解析に役立てるとともに、理科教
育教材として役立てることを目標に、２００９年５月に口之永良部島沿岸及び馬毛島沖で採
取した有孔虫の研究を行った。本報告では採取された主な有孔虫を示す。
　口之永良部島では、本村港、西の湯温泉付近、岩屋泊付近で有孔虫を含む堆積物及び
小石や岩に付着した有孔虫を採取した。馬毛島沖では馬毛島の南約４㎞（３０°４1. ３′Ｎ，
1３０°5０. ５′Ｅ）付近の水深約３２ｍの海底から採取した。採取した有孔虫は、大型有孔
虫についてYordanova and Hohenegger（２００２）やHohenegger, Yordanova and Hatta

（２０００）などを引用して分類し、これらの文献が扱っていない小型の有孔虫は、Hatta 
and Ujiie（1９９２）やLoeblich and Tappan（1９９４）などを引用して分類した。
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　試料採取にあたっては、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター長　野田伸一教授始め
センターの教員各位、鹿児島大学水産学部寺田竜太准教授、南星丸の乗組員の皆様に大
変お世話になりました。感謝申し上げます。

２　西南諸島周辺の有孔虫産出記録
　日本近海の現生有孔虫の研究例の中で、南西諸島沿岸で採取される有孔虫に関する分
類学的研究には、Hatta and Ujiie（1９９２）による石垣島と西表島の間に広がる“石西礁湖”
からの底生有孔虫の記載学的な研究、Hohenegger（２０００）による大型有孔虫に関する
生物集団の漸次的変異現象を論じた研究がある。Hohenegger and Yordanova（２００1）は、
沖縄県本部半島西の瀬底島と水納島間の沿岸域の海底斜面から採取されるCycloclypeus 
carpenteriなど大型有孔虫７種について分類し、その殻の形状の保存状態を“最良”、“良”、

“悪い”に分ける基準の殻の形状を示して区分して、その移動について研究している。
　Hohenegger, Yordanova and Hatta（２０００）は、西太平洋のNummulitidaeを分類し、
生物顕微鏡による写真とＸ線による写真で、殻の表面装飾や質感、そして内部構造が分
かるように示している。
　Hohenegger, Yordanova, Nakano, and Tatzreiter（1９９９）は沖縄県瀬底島近海の斜面
上部の大型有孔虫の生息地を明らかにしている。
　Lessard（1９８０）は熱帯太平洋の潮間帯の浅い海域に棲む有孔虫の分布を研究し、星
砂（Baculogypsina）などの分布が南西太平洋海域に限られることを示した。
　Yordanova and Hohenegger（２００２）は、沖縄県瀬底島近海の海底斜面に生息してい
る大型有孔虫とその遺骸の分布の関係を調べ、種ごとの深さ分布を明らかにし、空の殻
三つの段階区分したHohenegger and Yordanova（２００1）の研究を発展させ、大型有孔
虫が最終的に堆積する前に起こる現象を解析した。沿岸の斜面の深い部分と比較してス
ロープの一番上でより強い重要な深い所への移動が特徴付けられ、生きている個体と良
く保存された殻の分布の違いは、急な斜面のほうが、平坦な斜面に対してよりはっきり
している。また、保存の悪い殻は、異地性の起源か残存物の堆積物のリワークであるこ
とを示した。
　こうした研究成果を口之永良部島や馬毛島近海から採取された有孔虫に当てはめるこ
とで、多くの情報を得ることができる。
　このように南西諸島の現生有孔虫に関する研究は多数あり、その情報の解釈の仕方が
示されている。口之永良部島や馬毛島近海の有孔虫に関する研究は、まだないが、本サ
ンプルの分析を通して、現生有孔虫の各種の分布に関する情報がより詳細になることを
期待したい。

３　口之永良部島の有孔虫
　口之永良部島では、本村港、西の湯温泉付近、岩屋泊付近で有孔虫の採取を行った。
ここでは、岩屋泊付近の石や岩の表面に付着していた有孔虫や表面の砂に含まれていた
有孔虫及び西の湯温泉付近の有孔虫を示す。
　有孔虫の写真は、ヘリコンフォーカスライトのソフトで作成した。このソフトは、
焦点深度の浅い生物顕微鏡写真の弱点を克服したソフトである。筆者等は本論で初
めてこのソフトを使用して有孔虫の撮影を行った。個々の倍率は示していないが、
Amphistegina属やCalcarina属などの大型有孔虫は、長径が１㎜～２㎜、Elphidium属な
どの有孔虫は、０.３㎜～０.5㎜で一般的な大きさと違っていない。
　口之永良部島からは、Amphistegina bicirculata Larsen、Calcarina defrancii d’Orbigny、
Miliolinella sp.、Triloculina spp.、 Amphisorus hemprichii Ehrenberg、Neorotaria calcar (d’
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Orbigny)、Elphidiella sp.、 Elphidium crispum (Linne)、 Baculogypsina spaerulata　()Parker 
and Jones、 Marginopora vertebralis Quoy and Gaimard などが産出した。
　西の湯温泉付近ではMarginopora vertebralisの群集が発見された。サイズはパラオ諸島
でみられるM. vertebralisとほぼ同じサイズの大きなものであった。
　以下、口之永良部島沿岸部から採取された主な有孔虫を示す。

４　馬毛島沖の有孔虫
　馬毛島沖の有孔虫は、２００９年５月1３日、１回目のドレッジサンプル（３０°４1.３３６’Ｎ
　1３０°5０.5７６’Ｅ，水深３２.1ｍ）に含まれていたを有孔虫を示す。
　 馬 毛 島 沖 の サ ン プ ル か らAmphistegina、Calcarina、Pararotaria、Miliolinella、
Triloculina、Amphisorus、Homotorema属などの有孔虫が産出した。
Triloculina cf. tricarinata d’ Orbigny、Spiroloculina corrugate Cushman and Todd、
Spiroloculina subimpressa Parr、Textularia spp.、Siphonifeoides siphonifera （Bredy）、
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M. vertebralisの側面 中心はBaculogypsina spaerulata
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Planorbulinella larvata （Parker and Jones）、Operculina ammonoides （Gronovius） 
Neorotalia calcar （d’Orbigny）、Baculogypsinoides spinosus Yabe and Hanzawa、
Angulodiscorbis corrugate （Millett）、Amphistegina radiata （Fichtel and Moll） smooth 
form、A. radiata papillate form、A. papillosa、Said、A. lessonii　d’ Orbigny、
Amphistegina bicirculata Larsen、Guttulina bartschii Cushman and Ozawa、Pyrgo sp.

　以下、馬毛島沖から採取された主な有孔虫を示す。
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